
第 20回直方市子ども・子育て会議議事録 

日時：令和 4年 3月 22日（火）18時 30分～ 

会場：直方市役所 5階 503・504会議室 

出席者：植村委員（会長）、石松委員、伊藤委員、許斐委員、野口委員、池田委員 

松村委員、西徳寺保育園：安部園長、高田主任 

事務局：こども育成課 塩田課長、安永係長、垣内主任 

 

 

《議題》 

１） 施設の定員に関すること 

２） 必要定員数の「確保の内容」について 

３） 令和 4年度の施設整備に関すること 

① 保育所及び認定こども園 

② 幼稚園 

③ 今後の予定 

 

《議題》 

１） 施設の定員に関すること 

〇事務局より、西徳寺保育園が 150人から 120人への定員減の申請がある旨を説明。（内容

については資料参照） 

〇安部園長より定員減少とする理由説明。 

 園としては、子どものことを一番に考えており、子どもに良い教育をするためには保育

士の労働環境を整えることが必要となるが、手がかかる子どもの増加や中間市の事故の影

響もあり、保育の業務は年々増加していて、職員が足りずに年休の消化もままならないこ

とが現状である。 

 今回は 120人定員への変更を希望しているが、90人定員でもというのがある。職員の確

保には尽力しているが、難しさや責任の重さを理由に途中で辞めてしまう若い職員が多く、

労務士からも労働環境の厳しさを指摘される状況である。待機児童の問題は理解している

が、保育士がよい環境でないと子どもにも影響が出ると考え、今回定員減を希望した。 

 

〇質疑 

委員）待機児童はいないのか。 

園長）現段階で待機児童はいないと市より聞いている。 

委員）保育士が辞めてしまう最大の原因は何と考えているか。 

園長）辞めた保育士と今でも交流を行っているが、現在は仕事のニーズが変わっており、

いろいろな経験をしたいということ、保護者とのやり取りが原因と考えられる。保護者か



ら厳しい言葉を浴びせられたり、若い人の意見をなかなか聞き入れてくれないこともあり、

園長や主任でフォローしている。保護者のクレーム等については、市との連携を密にして

おり、市に防波堤となってもらうことで対応ができている。 

委員）学童においても、若い人からの話は聞いてもらえないことが多いため、同様の問題

を抱えているが、それをどうやって長く勤めてもらうのかが問題であるかと感じる。 

園長）今国は報酬のベースアップ等に力を入れているが、お金の問題ではなく、休みが不

定休というのも大きい。 

委員）自園も同様の問題を抱えており、定員減の要望を来年度出す可能性も高い。 

保育士の確保には非常に苦労しており、市に合同就職説明会を実施してもらったりもある

が、なかなか就職に繋がらず、募集しても来ないのが現実である。大きな理由としては、

気になる子や気になる保護者の対応ということもあるし、処遇という点でも、給与の処遇

が良く、住宅手当もある北九州市へと在職の保育士が流れたこともある。北九州市に聞け

ば、福岡市に流れるという悩みもあるとのこと。大卒の先生をようやく確保できたと思え

ば、3、4 年後に次の保育園に行ってしまうという、負の連鎖がある。結果、長く勤めてい

る保育士が残ることとなるが、保育士の平均年齢が 39歳となることもあり、休憩が取り辛

かったり、病気等の問題もあるため、西徳寺保育園の気持ちがよくわかる。 

園長）幼稚園と違い保育時間が長く、子どもと長く関わらないといけないことも厳しい点。

子どもが好きで保育士の仕事を選ぶことが多いため、長く勤めてもらいたいという思いが

ある。 

委員）保育士が集まらない問題として、給料が要因となるのか。 

園長）自園はパートの時給が 900 円であるが、北九州市は 1,000 円を超える金額としてい

る。大学に行く人も、北九州市や福岡市等遠い所に行くことが多いので、その近辺に就職

することが多いというのも原因である。 

委員）園がどうこうというより自治体の支援が必要となることもあるのか。 

事務局）それも考えられる。 

委員）本来は 90人定員としたいという考えを聞いたが、直方市に未来がないのではないか

と懸念する。 

園長）そういうことではなく、「手厚い保育に重点を置きたい」という園のカラーを出して

いきたいという考えがある。90人定員であれば理想的な環境が築けるとういう思いである。 

委員）園の考えは理解したが、150人定員の園が 90人定員になるということは、保育行政

全体としてどう考えるのかが必要となる。一点聞きたいこととして、年々手のかかる園児

が増加しているということの実態を知りたい。 

園長）現場の件となるので、主任より説明を行ってもらう。 

主任）保護者の対応が上手くいっていないことが影響しているのか、保育士にひどく甘え

る園児がいて、その子がいることで周りも影響を受けることがある。障がいとまではいか

ないにしても、説明等の理解が難しい園児がいた場合、1対 1の対応が必要になり、1人担



任となる 4、5歳のクラスでサポートが必要になるが、保育士の数の問題もあり保育士の負

担が増えてしまう。 

委員）この変化については、いつから起こっているのか。 

主任）7年程前くらいから。 

園長）本件において、保護者の教育も必要であると考えているが、保護者側はそのための

園の行事に参加をしてもらえない状況があり、自分の子ども以外への理解が浅いというこ

ともある。子どもを教育するうえでは、親の教育も行わないと成長がないと考えている。

そのような問題のある園児でも、できる限り時間をかけて保育を行うことで子と親がとも

に成長をしていくことを実感している。 

会長）人材確保の問題が解決の目途が立たないと難しい。ある園だけではなく、全体で進

めていかなければならないかと思う。議題については承認でよろしいか。 

委員）OK 

会長）承認。 

 

２） 必要定員数の「確保の内容」について 

〇事務局より、「第 2 期子ども・子育て支援事業計画」における 1～3 号認定の確保内容の

変更について説明。 

・それぞれ②の確保内容を変更。2号認定は令和 4年度以降が 724、過不足は令和 4年度が

△87、令和 5年度が△85、令和 6年度が△83となる 3号認定 1,2歳児は令和 4年度以降が

399、過不足は令和 4年度が△122、令和 5年度が△112、令和 6年度が△102となる。 

 

〇質疑 

委員）今回の変更は西徳寺保育園の定員変更に基づくものかと思うが、すでにマイナスで

あるところをさらに減少するということは難しいのでは。 

事務局）1,2 歳児のところを話されているかと思うが、2 歳児から幼稚園の一時預かりを利

用してもらうこと等で、量の確保の対応を考えている。 

委員）0歳児のところは過分が出ているが、園の中で過不足の調整というのはできると考え

ていいものなのか。 

事務局）この計画は定員ベースで数字を挙げているが、実情として園の受入可能数は 0 歳

児が数字より少なく、1,2歳児が多くなっている。 

会長）議題については承認でよろしいか。 

委員）OK 

会長）承認。 

 

３） 令和 4年度の施設整備に関すること 

① 保育所及び認定こども園 



② 幼稚園 

③ 今後の予定 

〇事務局より、施設の老朽化に伴い必要となっている施設整備に関して、国 1/2、市 1/4、

園 1/4負担となる保育所施設整備補助金を活用する、保育所及び認定こども園の全面建て替

え申請が 1 園、令和 4 年度中に申請予定の園が 1 園、幼稚園は幼保連携認定こども園へ移

行するための増築申請が 1 園ある。今回は、対象の 3 園分の予算を確保できているため、

施設整備計画の選考基準にある選考は行わない。今後の予定として、申請済みの園につい

ては今月中に県への事前協議書を提出、6月に県より内示、内示後工事の入札及び着工、一

番早ければ令和 5 年 3 月までに完了検査を終え、令和 5 年度 4 月 1 日より新園舎での共用

が開始される。 

 

〇質疑 

会長）今回の議題としては、申請予定含む 3園分の申請を認めるというものなのか。 

事務局）今回の提案は、子ども子育て支援法の第 77条第 1項第 4号の市町村における子供

子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推進に関し必要な事項及び当該施策の実施

状況を調査審議することがこども子育て会議の事務処理内容としてあることから提案させ

ていただくもの。第二期の計画では保育所等の建て替え時に希望が複数あり優先順位をつ

ける必要があった場合についてこの会議の場でご審議いただく形になるかと思うが、今回

は予算の範囲内で優先順位をつける必要がなかったので報告という形になる。 

会長）今回は審議というより報告という認識でよいか。 

事務局）直方市内保育所は昭和 50年代に建った園が多く、どの園も耐震は問題ないが、老

朽化が進んでおり、子どもを育てる環境を整える必要があるため、自己資金の準備ができ

た園より建て替えの希望が出てくることが考えられる。直方市で保育量の確保が必要とな

る 1、2歳児の定員増加を建て替えの条件としたりしつつ、審議することを考えている。 

委員）全面建て替えの園について、その時園児はどのような保育になるのか。 

事務局）仮園舎を建てて、一時的にプレハブで保育を行う、もしくは別の所に園舎を建て、

建て替え完了後に移るということが考えられる。建て替え期間は保育を行わないというこ

とはない。 

委員）施設整備計画の中に、定員数の多い方を優先とする旨の記載があるが、議題 1 のよ

うに定員数を減少したいという園もあるという状況下で、施設の老朽化というのはわかる

が、明るい話をしたい。 

事務局）施設の老朽化には逆らえないため、建て替えは必要である。 

委員）建て替えを行うことにより立派な園舎ができたとしても、そこに通える園児がいる

かどうかということが問題である。これまでの長い期間、保育士確保という課題がずっと

ある状況であるため、抜本的な改革が必要ではないか。北九州市より待遇をよくする等。 

施設整備の補助金において、事業主の負担は 1/4となっているが、審査しなくてもよいのか。 



事務局）自己資金を準備してもらったうえで、建て替えを申請してもらうこととなる。 

委員）経営状況は見ないのか。園舎の建て替えを行ったが、倒産したとなる訳にはいかな

いので審査はないのか。納税者として、3/4は税金で賄われることもあり、今後事業を継続

していけるのか、後継者はいるのか等の審査はすべきではないかと考える。 

事務局）本申請をするにあたって、資金計画であったりを県や国へ提出していくこととな

るので、今後審査をやっていくこととなる。現状としては、来年度補助金申請をしたいと

いう事前協議書をもらっている状況である。 

委員）資金計画が審査で通らないことはあるのか。 

事務局）資金計画に問題があれば貸付自体ができないという問題があるため、自己資金の

確保が難しくなると考えられる。 

委員）1 億の資金があれば 4 億、4 億の資金があれば 16 億の建物が建てれるように、資金

力があるところが強いのか。 

事務局）社会福祉法人であるため、そこまでの資金力という話にはならない。 

委員）審査がなければ、適切な建物及び金額なのかを見れないのでは。 

事務局）定員数によって基準額が決まっているため、大きな建物を建てるほど自己資金が

増えることとなる。 

委員）定員によって補助基準額が決まっているということであれば、5年間はその定員を維

持しなければならない等の縛りはあるのか。 

委員）税金の使い道として、適切かどうかを確認したいためこの質問を行った。 

委員）幼稚園も同様に整備が必要な状況であるが、補助金の申請が通るかわからない状況

で整備をしなければならないので、1/4自己資金が貯まったからと言ってすぐに建て替えと

はならない。 

委員）一般企業としては、補助もでない状況で設備を建てないといけないが、利益で返済

をすることとなる。社会福祉法人は、利益を出せばいいという訳ではなく、社会的なニー

ズに応える必要があるため、国や市が補助を出してくれるということであれば、十分に利

用した方がいいものであると考える。ただ、市は精査をする必要がある。 

会長）議題 3はここまでで終了とする。 

 

議題後 

委員）明るい報告が 2 つ。市の補助金を活用して、保育園で 0 歳児の午睡の際に、ICT を

用いたセンサーによって安全性を上げることができた。また、コロナ禍において、保護者

を招いての行事の開催が難しい状況であることもあり、日常を保護者へ伝えたいという考

えがあるが、来年度市に補助金を確保してもらったことにより、連絡帳の電子化等で可能

となる。その他 ICT化により保育士の業務の効率化を進めていく予定。 

閉会 
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